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たものである．その結晶構造は複雑で目下解析を行つて

いるが，筆者はこれが以前いわれていた不純錫の高温攣

態と關係のあるものと考えて，他のSn合金についても

考察を行つている．

　む　　す　　び

　以上述て來たように，比熱測定を合金状態圖に適用す

ることによつて，共晶瓢，1共析鮎が非常に明瞭に定まる

だけでなく浴解度限も固相間の境界線も求めるととがで

　　　　　　　　再び歯車ボソブ歯先間
国国回隙の融融ついで
　　　　　　　　　　　宮　津　　純（機絨）

歯先間隙に最良の値があb，それが次の式であたえ
られることは，すでに獲表した．
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・　きる．この比熱測定にX線・顯微鏡を粒用すれぽ，相攣

　　化に封してこ家的である電氣抵抗・熱膨脹等の他の物理

　　的手段によらなくても，’一一neN正しい状態圖が比較的簡輩

　　な手段で得られる．しかも比熱測定は途中で指摘したよ

　　うに，液相・固相間反懸とか，鋒造によるずれとかの，

　　今まで手段が考えられなかつたことに封して新しい問題

　　を提出するよ5である．電位差計と検流計が2毫あれば

　　可能なことなので，廣くこの方法が金圏組織の研究に懸

　　用されて新しい結果の出てくることを期待するものであ

　　る．t長い間金騎組織の研究手段に封して薮しめものが要

　　望されて來たが，筆者はこの要求に封して一・つの試みを

　　提供した次第である．

　　　終りに，いろいろ有釜な御助言を賜わつた當所大日方

　　教授，一色教授，東京工大高木豊教授，また實瞼に協力

　　下さつた工大卒林眞君及び冶金科學生藤田英一君に厚く

　　御禮申上げる．（194♀・12・20）
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6M＝＝最良間隙値V＝液髄の動粘性係敷5＝圓周rc　7B

う間隙の長さσ＝歯先速度9弔重力力薩度件ポ
ンプ揚程．

　ここrcいう最良間隙とは，歯先にかかる勢臨抗力が

最小となり；しかも吸込側から吐出側へ歯先の持ちこ

む液量は最大となる間隙である．

　Z．O　　　　　　　　　　　　　　　　，歯先間照は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　非常に小さく

　　　　　　　　　　　　　　　　　　て，歯先速度

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Uと間隙δと
　　　　　　　　　　　　　　　　　　に關するレイ‘
　　’ls

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノルEPt数U5／y

　　　　　　　　　　　　　　　　　　は普通小さい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ので，　ここの．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　流れを層流と

　　催　　・　　2珈考えることは
　　歯鮨闘隙に封して持ち込み流量　　委當だと思わ

　　及び抵抗力（勢蜘奮力）を示す　　　れる。しかし

歯と歯との閲では間隙がと齢て・そこの流れは横に
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れを一様間隙中の牢行流だと假定してすすむとすれば

實際の平均の歌態は，あるいは概流とみなす結果に近

似するかもしれない．よつて，暦流が凱流に攣つたと

して，それでも最良問隙が存在するかどうかをしらべ

てみた．結果として，つぎのことがわかつた．
　（1）’観れの混合距離が，間隙の大小にかかわらず一・

定値をもつなら，勢噺抗力と持ち込み量とは，間隙に

たいして，暦流の場合と類似の攣り方をする．最良の

間隙値も定まり，つぎのようになる．
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　ここにaは混合距離をあらわす
　　（2）混合距離が間隙とと竜に璽加するようなら，そ

　の様子は攣つてくる．圖は混合距離を間隙値にひとし　　・

　いとみなした結果であつて；qは持ち込み量，τδは歯

先にかかる勢断鷹九qM，・6mはそれぞれの基準嘩
　あらわす・

　　間隙がS曾せば勢幽確i力も持ち込み量電増す一方であ

　るから，上rcのべた意味の最良間際は存在しないこと

　となる．しかし，持ち込み量と勇臨癒力との比を考慮

　すれば，それの最大となる間隙は存在することがわか

“る．それはウぎの式によつてあたえられる．

　　　　　　δM：＝（1．5σ）2s／gh

　この値は前式にa＝δMとおいてえられるものであつ　　　、
　て，前式のあたえる間隙とは・そのいずれも，申に蓮
　流を生ずるか否かの限界間隙にあたつている，という

　ところに共通性をもつている．混合距離の假定に問題

　はあり，最良という意味にもちがいはあるが，要する

　に歯先間隙κ最良の値が存在するということは，層流

　凱流いずれの場合について亀攣らない，とみてよかろ
　う．（．949。12。3）
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